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☆TOPPERS構想が経済産業省の地域新生コンソーシアム事業に採択☆
TOPPERSプロジェクトを加速する目的で提案された開発テーマ「組込みシステム・オープンプラットホームの構築とその実用化開発」が、経済産業

省東北経済産業局から平成１４年度地域新生コンソーシアム事業に採択されました。本開発テーマでは、地域コンソーシアム事業としては異例の多

くの機関（産学官１３機関）が参画しており、組込みソフトウェア資産を一気に蓄積しその有用性を実証する予定です。

【採択プロジェクトについて】

テーマ名：「組込みシステム・オープンプラットホームの構築と

その実用化開発」

委託元：経済産業省　東北経済産業局

委託先：（財）みやぎ産業振興機構（プロジェクト管理法人）

開発委託期間：平成１４～１５年度

総括研究代表者：高高田田広広章章（（豊橋技術科学大学　助教授）

開発実施機関（再委託先）：（右図：コンソーシアム構成　参照）
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【組込みシステム・オープンプラットホームの構築とその実用化開発】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について

☆TOPPERSとの相互関係☆

TOPPERS プロジェクトはボランティアベースで運営されている。その開

発ペースを加速するため、本プロジェクトでは資金面で国の補助を受

け、短期間にソフトウェア資産の蓄積を図ることとした。またその実証化

も目指している（右図　技術シーズとその位置づけ　参照）。

☆目的とその効果

TOPPERS /JSPカーネルを基盤にして、組込みシステムに必要なソフト

ウェアを開発し、良質なフリーソフトウェアとして公開することにより日本

の組込み機器産業の活性化を促進する（右図　事業展開イメージ　参

照）ことを目的とする。本プラットホームを利用することにより、企業は製

品の付加価値を決定するアプリケーション部分の開発に専念すること

ができ、開発コストを抑えると共に、市場競争力の高い製品を短期間の

内に開発することが出来る。（下図　　開発効果イメージ　参照）
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☆目標とサブテーマ（右図　　　開発ブロック図）

１．μITRON4.0 仕様リアルタイム OS：組込みシステムで用いられる代

表的なプロセッサの60％以上をカバーする（サブテーマ　１）

２．ソフトウェア部品：TPC/IP プロトコルスタック等の有用なソフトウェア

部品を10 種類以上開発する（サブテーマ　２）。

３．実用化・実証：開発したソフトウェア資産を参加企業が実際に製品

に適用し、その有効性を検証する（サブテーマ　３）

[オープンなプロジェクトが採用されたことの意義]

今回のプロジェクト提案は、開発された優秀なオープンソースのソフト

ウェア資産をフリー(無償)で配布（ダウンロード）するというオープンプ

ラットホーム構想、即ちTOPPERS 構想そのものです。このような提案

が評価され採択され、今後このようなオープンな開発手法による国へ

の開発プロジェクト提案の道を拓いた意義は大きいと思っております。

今回の採択により、社会の共通基盤としてのプラットホームの開発が

加速され、その内容がさらに充実されます。類似のソフトウェア開発に

関する企業間の過剰な重複投資を避けることができ、企業はより先端

的な技術開発にリソースを集中させることが出来、組込み業界全体の

技術革新スピードがUPするものと期待しております。

サブテーマ １

「組込みシステムの

基幹ソフトウェア開発」

目目標標：：  ６６００％％以以上上のの

ププロロセセッッササにに対対応応

SSHH シシリリーーズズ,,MM IIPPSS ,,

PPPPCC ,, ｍｍ６６８８KK ,,AA RRMM　　等等

サブテーマ ３

「組込みシステムへのソフト

ウェア資産の応用化・実証化

開発」

目目標標：：重重点点44 分分野野ででのの実実証証開開発発

通通信信機機器器

制制御御機機器器

計計測測機機器器

汎汎用用// 教教育育機機器器

アアププリリケケーーシショョンン

ミミドドルルウウェェアア

RRTTＯＯＳＳ

デデババッッガガ

デデババイイススＭＭＰＰＵＵ

機機　　　　　　　　　　能能

ユユーーザザーー企企業業

ププロロジジェェククトト成成果果物物

開開発発目目標標

サブテーマ ２

「組込みソフトウェア部品の開発」

目目標標：：  11 00 種種以以上上ののソソフフトト

　　　　　　　　　　ウウェェアア部部品品開開発発

　　　　TTCCPP// IIPP，，画画像像処処理理,,フファァイイルル

EE tthh eerrnn eett・・GGPP IIBB　　等等

デデババイイスス

　　ドドラライイババーー

連絡先：豊橋技術科学大学　組込みリアルタイムシステム研究室

助教授　高田　広章（e-mail: hiro@ertl.ics.tut.ac.jp）

  （FAX)0532-44-6781
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